
 

 

 

 

 

 

 

 

飯田で出会った日本を代表する二人の古生物学者。博士たちがつけた学問の道は、未来へ続く。 

 

【内容（基本事項）】 

展覧会名：長谷川善和コレクション寄贈記念企画展「古生物学の系譜 －鹿間時夫と長谷川善和－」 

会 期：令和８年７月 11日（土）～10 月４日（日） 

会 場：飯田市美術博物館 展示室Ｂ 

開館時間：９時 30分～17 時（入館は 16 時 30 分まで） 

観 覧 料：一般 310円 小中高校生無料 

休 館 日：毎週月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日）、祝日の翌日、８月 25～28 日 

 

【アピールポイント】 

飯田出身の古生物学者・長谷川善和博士の化石コレクション寄贈を記念した企画展を開催します。 
「長谷川善和コレクション」は、旧制飯田中学で出会った師・鹿間時夫博士から引き継がれた標本を含め、

化石および現生動物骨格からなる 5690点の標本群で、令和 7年度末に飯田市美術博物館へ寄贈されました。 
コレクションの寄贈を記念した本展覧会では、両博士が情熱を注いだ哺乳類化石から研究の軌跡をたどり、

古生物学の魅力と標本継承の意義に迫ります。 
 
長谷川善和(はせがわ よしかず)氏 （1930～）略歴 
1930 年 3 月 12 日下伊那郡千代村（現：飯田市千代）で誕生。1949 年飯田高松高等学校（現：飯田高校）

卒業。1949 年～1951 年、千代小学校助教諭。1955 年、横浜国立大学学芸学部卒業、横浜国立大学学芸学部 

助手。1955 年国立科学博物館文部技官。1972 年学位取得・理学博士（東京大学 第 2717 号）。1975 年国立

科学博物館地学研究部主任研究官。1978 年横浜国立大学教育学部教授。1988 年飯田市美術博物館顧問（現

在まで）。1995 年、横浜国立大学退官。1996 年、群馬県立自然史博物館館長。2012 年、群馬県立自然史博

物館名誉館長（現在まで）。 
 

 

 

 
    
  

 

「長谷川善和コレクション寄贈記念企画展 

『古生物学の系譜 －鹿間時夫と長谷川善和－』」を開催します。 

令和８年６月 17 日（水） 

問い合わせ 

教育委員会 美術博物館 学芸係 

担当：川谷 文子  

T E L：0265-22-8118(内線 4240) 

F A X：0265-22-5252 

mail：bihaku@iida-museum.org 

発表の趣旨 

□ 政策・施策・事業等の発表 

■ イベント等の事前告知 

□ 当日の取材依頼    ■ 市民・対象者等に対する周知依頼 

□ イベント・事故等の事後告知      □ その他 

添付資料の有無 

□なし  ■あり（別添のとおり） 

市ウェブサイトへの掲載 

□ＩＤ  （-） 

■後日掲載（ 月 日頃） 






